










要約 

ヒト血清アルブミン(HSA)は,Cys-34に 1個のSH基をもつメルカプトアルブミン(HMA)及び

SH 基がシスティン,グルタチオンなどと混合ジスルフィド結合を形成したノンメルカプト

アルブミン(HNA(CYS),HNA(GSH)),さらに S-S 結合以上に酸化されたノンメルカプトアルブ

ミン(HNA(OXI))の混合物である。〔1〕中性 pH 域において,HSA は N→B 転移(pH7.0→9.0)を

示す。HMA,HNA(O.10M NaCl)は N→B 転移において二次構造変化(αヘリックス,β構造等)

が殆ど無いことを見いだした。精製 HMA,HNA とビリルビン(BR)の結合(複合体)の誘起

CD(〔θ〕405,〔θ〕460)は N→B 転移において絶対値が増加し,しかも HNA-BR2.0 の誘起

CD の絶対値は,HMA-BR2.0 の約 2倍であった。この結果は HNAが HMA よりも強くBR と結合

することを示唆した(図 1)。また,〔θ〕405,〔θ〕460 がそれぞれ負及び正であることは,

結合 BR が右回りコンフォーマであることを示唆した。(2)HSA の N→B 転移における動的構

造変化を NMR を用いて研究した。交差緩和時間(Tis)は,N 型に比し B 型で約 1.5 倍延長し

た。N→B転移により,分子の「構造のゆらぎ」が増加した。 


